
2026 年 7 ⽉ 1 ⽇ 

⽇清紡グループ 環境データ 2025（温室効果ガス排出量・取⽔量） 

環境データの第三者保証 

⽇清紡グループは、環境データの信頼性向上のため、温室効果ガス排出量（Scope1、Scope2）および取⽔量について
「⽇清紡グループ 環境データ 2025（温室効果ガス排出量・取⽔量）」にて、デロイト トーマツ サステナビリティ株式会社によ
る第三者保証を受けています。 
 
Scope 別 温室効果ガス排出量 

(千 t-CO2e) 
区分 2025 年度 保証対象 

Scope1+Scope2 

温室効果ガス総排出量 298.4 ☑ 
カーボンオフセット適⽤量 3.4   

ネット温室効果ガス排出量 295.0 ☑ 

  
Scope1 

  

エネルギー起源＋⾮エネルギー起源 81.9   

エネルギー起源 52.9   

⾮エネルギー起源 29.0   

Scope2 エネルギー起源 216.5   

※1 表中の数値は四捨五⼊して表⽰しているため、合計値と内訳の合計が⼀致しない場合があります。 
※2 ☑を付したデータは、デロイト トーマツ サステナビリティ株式会社による独⽴した第三者保証を受けています。 
 
Nisshinbo Automotive Manufacturing Inc.（アメリカ）は、American Carbon Registry 
（ACR）の認証を受けたカーボンクレジット（プロジェクト名︓A-Gas V12、プロジェクト ID︓ACR869 およ
び プロジェクト名︓Foam Blowing Agent Project 003H、プロジェクト ID︓ACR832）を購⼊し、3.4 
千 t-CO2e 分のカーボンオフセットを⾏いました。 
 
取⽔量 

（千 m3） 
区分 2025 年度 保証対象 

取⽔量   5,959 ☑ 

第三者供給⽔ 
上⽔ 825   

⼯業⽤⽔ 384   

地下⽔   4,419   

地表⽔  河川⽔・⾬⽔ 331   
※1 表中の数値は四捨五⼊して表⽰しているため、合計値と内訳の合計が⼀致しない場合があります。 
※2 ☑を付したデータは、デロイト トーマツ サステナビリティ株式会社による独⽴した第三者保証を受けています。 



環境データに関する注記 

【対象期間】 
2025 年度（2025 年 1 ⽉ 1 ⽇〜2025 年 12 ⽉ 31 ⽇） 
 
【対象組織】 
2025 年度の集計の対象組織は、当社および連結⼦会社 86 社の計 87 社です。 

 
【参照基準】 
 温室効果ガス排出量 
GHG プロトコルを基本とし、「地球温暖化対策の推進に関する法律」を参照し算定しています。 

 
 取⽔量 
GRI 303︓⽔と廃⽔ 2018 を参照しています。  

 
【算定⽅法】 
 温室効果ガス排出量 

・Scope1︓ 
エネルギー起源温室効果ガス排出量＝Σ[燃料使⽤量×CO2 排出係数※1]  
⾮エネルギー起源温室効果ガス排出量=⾮エネルギー起源 CO2 排出量+Σ[CO2 以外の温室効果ガス排出量×地
球温暖化係数※2] 
 
※1 「地球温暖化対策の推進に関する法律」に基づく排出係数を使⽤しています。ただし⽯炭は熱量の実測値に基づ

き算出した係数を使⽤しており、2025 年度は 1.885 t-CO2/t を使⽤しています。 
※2 「地球温暖化対策の推進に関する法律」に基づく地球温暖化係数 
 

・Scope2︓ 
エネルギー起源温室効果ガス排出量＝Σ[購⼊電⼒量・購⼊蒸気量×CO2 排出係数※3] 
 
※3 購⼊電⼒は、⽇本国内は 「地球温暖化対策の推進に関する法律」に基づく電気事業者別の調整後排出係数、

海外は電気事業者別の排出係数または⼊⼿困難な場合は「IEA Emissions Factors」の当該年公表の国別
排出係数を使⽤しています。購⼊蒸気は、購⼊事業者の算定した排出係数（2025 年度は 0.0524 t-
CO2/GJ）を使⽤しています。 

 
 取⽔量 
取⽔量は、第三者供給⽔（上⽔、⼯業⽤⽔）、地下⽔および地表⽔（河川⽔・⾬⽔）からの総取⽔量としています。
事業所内でリサイクル（再利⽤）される⽔は含めていません。 
なお⾬⽔の取⽔量は、計測可能なものを集計対象としています。 
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